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中国・草畦山遺跡における占代水田趾調査（第３報）
一広域ボーリング調査による水田遺構分布の推定一

宇田津徹朗Ⅲ，湯陵華２１,王才林２)9鄭雲飛３１，佐々木章4)7柳沢一男１)7藤腺宏志！

１．はじめに

草畦山遺跡における水田趾探査および発掘結果については，既報のとおりである（宇出津ら

１９９４;王ら１９９４;日本文化財科学会シンポジウム「稲作起源を探る」実行委員会1996)･今胆|発

掘された水IH(写真l ,図l )は畦畔や水口といった水田の特徴を備えてはいるが，これまで我が

国で発掘された弥生時代の水田とは異なるものであった。特に，当該遺跡で発掘された水n1は，そ

の形態から見ると，自然地形の谷部を人為的に拡張・結合したものであり，.‘線的”な広がりは持

つものの，“面的”な広がりを有していない。

遺椛内ｔ壊のプラント・オパール定量分析の結果を見る限りにおいては，かなりの期間にわたっ

て稲が生産されていたと推定される（王ら1994)｡この結果は，この水山が一時的ではなく，少な

くともある一定の期間利Ⅱlされたことを示している。

生業形態としては，獣'|[i'などの出土から採集狩猟をともなったものが推定される。しかし，骨細

の出士や|味畔や水口の存在からみると，技術的にはある程度のレベルに達していたと判断される。

したがって，その割合は別としても，水田稲作が生業の重要な一部になっていたことは間違いなく，

遺跡周辺の谷部に発掘されたものと同様な水田が広がっていたことは想像に難くない。

水田がどの程度の範囲で営まれていたのかを把握することが出来れば，間接的ではあるが，当該

遺跡で'関,まれていた稲作のイメージを構築する実証的なデータとなる。

発掘された水田遺構は地111層に直接掘り込まれたものである。当該遺跡の地山は黄土とよばれる

堆積層であり，地質学的にも長江下流域の広い範囲に分布していることが確認されている（厳ら

1987)。地l1lの識別は比較的容易であり，その直上の土層にイネのプラント・オパールが含まれて

いれば、’'１様な遺構の存在を簡易的に碓龍することが可能であると考えられた。
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そこで，兼券群は．草雌|||遺跡において２キロ四方の範囲でボーリング調査を行い今IⅡ1発棚さ

れた水ll1遺擶の広がりを把握することを試みた。

本搬では,11,;I:W１１１世跡li'j辺で行った広域ボーリングＪｉ介による水lll通柵の分川ji州介結采について

報告する。

′I"'u発伽された.1!j.永浜文化"lの水III世柵
Pho(().IThepaddyli(jldsillilajiaB(111gPeriodex(xIvatedilICaoXieShallSilc

|X l ' l ｣の記号:S :水田,G : i # , I I : l火坑．J :井戸

｜刻ｌ馬家浜文化期の水''1遺術の分布似l
Fig.lThcdislributiol]()fpaddyIieldsilIMaJiaBangPeriodexcavatedinCa()XieShanSitf

※シンポジウム「稲作起源を探る」実ｲj委興会事務A,jiW:稲作起源を探る
-１|'l'１･]'１IMIII遺跡におけるIIi代水|Ⅱ稲作Pl８１xll８より作成
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２．調査の概要

草雌1l1辿跡は，江蘇竹ﾘｷﾘI↓唯亭鎮陵|fj*１･に〃『在する新ｲi器時代の遺跡である（南京博物院Ｋ副)。

遺跡の詳細については，既:服したとおり('i : l l l津ら１９９４;1;ら1994)であり，ここでは‘剛愛す

る。

洲企は,１９９５年１１)1と１９９６年１２月の２1'11に渡って行った。

分析試料の採取や調査地点の設定は，以ﾄｰのとおりである。

l )分析拭料の採取

図２は発掘された水H1迩構の断面である。前述したとおり，遺構は地山)観に直接掘り込まれてい

る。頂lzの黒色有機物暦からは大量のイネプラント・オパールが検出されており，水田の腓作11で

あったと椛定される。地111層は，生上(shengtu)と呼ばれる非常に硬くしまった黄色の粘土層

であり，ボーリング試料からも容易に識別が可能である。

水田過椛の堀り込み面

／
９１脚
(馬家浜文化層）

碓士

(地111i")

IXI２水lll遺構断面の棋式Ⅸｌ
Fig.２Thcsketchofthesecti()nofpaddyfieldexcavatedinCaoXicShallSite

なお，これまでのボーリング調杏で，地l11脚については,･NI;,士壌が遠)じ化し，灰ILI色を!I!し

ている地,l,l､(も碓認されているが，その地,lbl､(は少なく，また．プラント・オパール分析でもある稀度

の判断がＩ!｣能（地山I瀞からはう°ラント・オパールが全く検Ⅲされない）ため，‘淵査全体には人きな

影響はないものと判断された。

地山I牌のll'l:l２にある水|Ⅱ|搭（発掘の際に９層とした土牌）については，イネのプラント・オパ
ールのｲ]̅雌により分析''１９に識別を行うこととした。

なお，今l''l,分析用に採取した試料は，ボーリングｌ地点について，地山j僻とその上層２ルサの合

計３試料である。
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２）辿跡1i'j辺の地形とボーリング地,',!､';の股定

IxI３は，遺跡周辺の標尚を示したものであるい‘’鰯i:WIII遺跡Ｉ'1辺についてｲrった測域データから作

成)。これをみると，辿跡1,1辺の棟,'!'Ijﾉ'fは小さく，人部分は水lllを発)111iした,洲作Ⅸとの標I'I'Ij錐が

1mf1,1度である。，洲介Ⅸでの地山l杵の深さが2m稗度であった点を老嘘すると辿常仙川している３m

のボーリングスティックを川いれば、ほとんどの地１１.(について澗炎がI'｣能であると判|析された。

|xl4は，１凋査範|川とボーリング地,!G'.(を,j〈したものである。ｉ淵盃は,illl｣|1I:の雄準とした'','I:WIII遺跡

のイI碑を''1心として束lﾉﾘ1打北約１km,Ⅲ職にしてlkm２の範囲でｲjった°ボーリングの|II11鞘は，

1()()mをｊＩＥ本とし，イi碑を!|!心に８ノJ1IIj,fr!;１５5地,'.'､(について行った．

[］ に
鱗
凹

■
①
②

1.5m以|、 1.()111以’1.5ｍ～２.()111

驍
鶏

鯵 92-95ｲ|ﾐ,淵介区2.(）～２．５ｍ 2.5～3.0111

7273ｲﾄ,淵ifi枢3.5～-1.()、}.()～3.5m

IxI3!0!'!菖憐111jiiMI!1辺の隙尚
Fig．３Th(､landl̅()rmar()lllldL､a(）XmShanSiI（
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拭料の採取は，ハンドボーリングを用いて，地111層または地表ド３mまでの士壌を採取した。

なお,IXI中からは省略したが，ボーリング地点が大きな水路を跨ぐ場合など，地表の様子が大き

く変化する場合には,II!間地ﾉ､!､(などにボーリングを打ち，補足データとした。

(） 300m
一

●
①
②
▲

ボーリング地,'､I､(

1992年～1995ｲﾄ,淵介lX

1972年～1973年洲介|Ｘ

夷陵山（標高約１６m)

人家や工場の密柴域

|x l . 4ボーリング地点図
Fig.４Thelocat ionofcoringpoi l l ls
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３．試料の調整と分析

採取した土壌試料については，プラント・オパール定III分析を行った。

定III :分析は，縢原群のﾉj法（雌lli( :1976)に従って定'’１分析川拭料を作成し，イネ(Oryza

Sa"vaL.),ヨシ(Phragmiresc()mm【"〃s).タケ(Bambusa(､eae)!ススキ(M/s(､ａｎ〃ｍｓ

s"]e']sis),キビ族(Pa']/ceae)について行った。

４．調査結果

l )ボーリング調査の結果

IXI5は，ボーリング調査によってﾉ'三士の存在が確認された地"1｡1,(を衣したものである。図II1の,1,1､ML

は，ボーリング試料からlﾘl陳に/'２|色と判断された地点を示し，ボーリング試料からは判断が難しい

もののプラント・オパール分析からは/k士の可能性が高い地jIbl､(を|几|/０で表している。

洲杏の結果から，東Iﾉﾘ方li1と|櫛北ﾉjli'l,ならびに南東ﾉJ.li'lについては，ほぼ安定して生12がｲfｲ|§

していることが|ﾘlらかとなった。また，その他のﾉJIIIjについても，地,'.'､(激は十分ではないが，′|ミ’2

の'り．能'γ|;がIII!５い地,l.l､(を把椛することができた。なお，北Iﾉﾘﾉjli'lとlwl川ﾉjli'jでﾉ剛冒の碓1忍地,I,'､(が少な

いｌj(IMとしては．近年の雌然幣１'lliや陽溌湖の影智などが拶=えられる。

１

を･陥惚できた

的にﾉkl :とど
れる地,lbl,（
を碓!魍できな
た地JI,l､（

300m

Ix旧ボーリングで碓上を碓認できた地‘1,1,1:の分･ilj
Fig.5'l､hcI()(FalioilofIhecoringpoinII,[､()mi̅irm(J(IShcngul
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２）プラント・オパール定量分析の結果

|xl6は，地lll層（生１２）と最ﾄｰ脾無遺物膳（プラント・オパールが全く検州されないため，分析

的には地lll)i'iと考えられる）のI1II:|J岬からイネのプラント・オパールが検{IIされた地点を衣したも

のである。IxI７は，さらにその上i鮒からイネのプラント・オパールが検出された地点を示している。

IX１６,|xl７を比較すると，時代が進むにつれて，北東方|hjに検出地点の増加が認められるものの，

検出範囲に人きな違いは認められない。しかし，図８(IX１６,IX１７のデータにイネプラント・オパ
ールの検出密度を加え，３次元表示したもの）を見ると，検出密度は，時代とともに大川に増加し

ていることがわかる。

イネプラント・オパールの検出密度は，間接的ではあるが当時の収量を反映した値であり，草軽

111遺跡周辺で，稲作が磯んになっていた様子を明瞭に読みとることができる。

また,|xl9は,EI８と１１１様に'71定を行ったヨシ，ススキ，タケについて，それぞれの検出密度の

変化をあらわしたものである（キビ族については，ススキとほぼ同じ傾向がみられたため，図から

は肯略した)。

|xl9を兇ると，ススキとタケには検１l１地,1.'､(の分布にほぼl'りじ伽li'ｌが!忍められるが，ヨシとの|A1に

は,lﾘj瞭な迷いが認められる。
-般に，ヨシは湿洲な環境で，ススキやタケは比較的乾燥した環境で優占する植物であI),今胆Ｉ

1０（ １０００ｍ

●：ノ|§ｌ蔦の1111:
ネI).().を

■：雌|､.届無
１･_でイネ
川

.l･_l'i'１でイ
検川
辿物11'1III(
P.()を検

300(） I、
-

|xI6イネプラント・オパールの検lllf,'i%L('lil二111I:|J#'i)
Fig.６Thelocati()nofthecoringpoimsdetcctedriceplantopalfromthelayer()ntheSheng(u

5 ７ -



の分析結果から当時の遺跡)11辺の環境を碓定してみると，次のようになる。

遺跡の北側には，ヨシが催lliす̅る比較的湿潤な環境が広がっていた。遺跡周辺の谷部も比岐l'|9il,1l

ilMIであったが，イネが戦端されることにより．ヨシの繁舳が抑えられていた。また，芥祁を除いた

部分は比較的乾燥しており，ススキやタケなどが優lliす̅る環境であった。

なお，遺跡の北側に広がっていたとj|f定される湿潤な環境には!|Mﾙ溢湖が人きく影響していたと

碓定される。

１０００ｍ

●：姓１:の２III'1_|〃iで
イネP.().を検,'II

■：雌下麻無遺物11'1の
２層上I艸でイネ
P.O.を検出

3()0m(）

IxI7イネプラント・オパールの検川粘%L(/l i l :の２１W|-_M)
Fig.７Thelo"1i()n()flhc(j()l･ingp()inlsdf､[ecledriceplalll()palil l lh(jsc(Polldlayel-fromShclIglu

５．考察

今ll'l,筆者らは,'!IWI:l１l世跡で検川された水lllの分jjful)I:|を肥梶するために，ボーリングによる

広域水lⅡ遺構探杏をｲ丁った･ボーリングi淵衙の場合､:)'1然のことではあるが，ボーリングをｲ｣倉った

地1D1､(がイネフ．ラント・オパールを含む部分（田面や小雌）から外れると，水田の存在を陥忍するこ

とができない。そのため．今|''|のように「線的なひろがり」しかない水111を対象とす̅る場合には，

lil述のような場合がさらに多くなることは容易に予想された。

事実，遺跡の北方，｜場溌湖までのラインでは，調在初ｲﾄ度にはイネがほとんど検出されなかった

が，翌年度，念のために束に0.5m～１m藤ずらして．サンプリングを行ったところ，遺跡の|上側
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でも稲作が悩'まれていたことが確認された。

このことは，予想されたボーリング調査の問題点を象徴した出来１１であったが，別の兇ﾉjをすれ

ば，適跡川辺に腱|淵していた水lllが，発掘されたものとl'1様な「線的な広がり」をもつ水lllであっ

たことを示唆したものとも言えよう。

ここでは，このようなボーリングi淵査の特性を十分に視野にいれた上で，今1I'|の探査結果をもと

に，草畦1I1週跡周辺で'脚,まれていた稲作についていくつかの考察を行ってみたい。

また，中IKIにおける稲作起源研究という視点から，広域水田遺櫛探査の今後の利用についても述

べてみたい。

l)水Ⅱlの広がりと当時の稲作について

○水田の広がりについて

今回の広域水田遺椛探査の結果から，当時の水田が測拙の某点としたイi碑(IxI4参照）を中心

に，少なくとも北600m,南500m,東1吋方liﾘそれぞれ200～300mの範囲に広がっていたと推定

された。これらの範ljl1では，イネプラント・オパールが商い密度で検出されており，水l11世柵との

ili鮴から巷えても,:>11時の水川のひろがりをとらえたものである1I｣.能|ｿ|;が商い。また，世跡の南東

約１km付近でイネフ・ラント・オパールが比較的高い密度で検出され(IXI8),1脚束方向にも水IHが

広がっていた''l能性がi認められた。

なお，検川litを問迦にしなければ，遺跡をII!心としてほぼ２キロ|ﾉLIﾉjの範Iﾙ|でイネプラント．オ

パールが検川されていることから，この範囲で，稲作が'};↑まれたTIj能性も考えられる。しかし，こ

の,1.';(については，層位の|!1-性や時代の確認が必要であり，今mlのデータからは，その可能性が示

唆されたとするべきであろう。

次に，唯ｔの直l榊とその上l幹でのイネプラント・オパールの検出地点の変化について兄てみる

と，北西ﾉﾉlhjや北東ﾌJ･liﾘに増減が!忍められるが（図６,IXI７),いずれも検出密l史は少なく，これ

らのﾉJIf1で安定した稲作が営まれたとは考えにくい。

また，分析川t壌の採取はtIW'1iii位でｲjっているため，イ!｝られた検川密度は行IJ首の形成期間中

にﾉ|擁されたイネの総ﾉlil)if１１１:をⅨ映したものである。したがって，検川密l受からその時代の柵作の

ii' i lf,すなわち，稲作が-時的に行われた場合や時代の途'I!から稲作が開始された場合といった点

を､ﾄﾘ断することはll}来ない。

そのため,/ktの２つIJ酉で新たに出現した北東方向の検川地1,1,':(M７)については，その性格

を決定することはできないが,iEM:分析によって，遺跡の北側にヨシの広がりが認められている

(IxI９)ことから，陽溌湖の拡縮などの影響によって環境が変わり，そこに稲作が広がってきた可

能性が伺われる｡また，生士の直IJ曾でのみ検出された地点（図６)については，稲作の一時的な

拡大をとらえたものと考えて問迦なかろう。
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や体的な傾向としては,ll#代が進むにつれて．東I呵ﾉjli'lに検出地点，検出密度の垪加が認められ

る(IxI８)ことから．水111域が火|)ﾛﾉjlf1に広がっていったと抓定される。

○､'i時の稲作について
１１１皿で述べたように，、'11淡辿跡で'i;{'まれていた稲作は,;&WIliの結来から，完全に農耕社会に移ｲ｣：

した段階のものではないが，かなりのレベルに達していたとlif定されていた。

さらに，前述したI縛位の'１１-'|ｿｌｉなどの|川題があるが，今1111の広域水lll遺構探査により，、'1l淡世跡

で発捌された水旧がある御覧のひろがI)を持っていたことは|ﾘlらかであり，当時の稲作が生業にお

いてその収穫を期待されたものであったことは想像に難くない。

しかし，線状に腱i刑する水lllでは，その作業効率はきわめて低く､111放な戦培にならざるを得な

かったはずである。また，除1YI:などの↑"|!1１業を行うことは純めて|水|雌であり，当時から移杣版啼

が行われていた'１能'|ｿIが考・えられる。

戦端されていたイネについては。炭化米のDXＡ分析およびプラント・オパール形状解ｌ１ｒのﾎ,'i%&

から，ジャポニカであったとｲ化上されている('j･:lllil':ら１９９,l;liら１９91:勝ら1999)。さらに．

形状解析の粘采は,"ji'fされたイネが熱'ilfジャボニカである''l.能'|'kを,｣《している。熱'術ジャポニカ

は＃||放な戦埖に適しており，椛定された戦培形態と符介している。

#'111,fのイネの生産!II:については、′γのところ|分なデータが揃っていないため，具体'''９な検!;､lは

難しい。もちろん，いくつかの仮定をi没けて./j,l'illt!泌された稲作の純|川から栽培lil職を魁だし，

弥ﾉｌｉｌｌ､f代の平均収ｈｔなと§をｲﾘ川することにより収M:を算定することは''1.能であろう。しかし、今|11|

の,11'j炎で認められたように，水111のlili枝は変動しており，ノ|ﾐﾙ嗜III:の検1洲-には，実際に生)>砿されたイ

ネの/脚碓吊をⅨ映したデータが必典である。
一般に，収稚形態が株刈I)に移ｲ｣:していない時代であれば，イネの雌はほとんど水lllに逆ﾉじされ

る。そのため，水llll含峻に含まれるイネブラント・オパールの密皮からﾉ|ﾐ産品を細かく批定するこ

とが'１．能である｡

ただし，／|ﾐ産Ill:を算定する際に川いられる係散（雌雌休係数）は，雌身'|1の機動糸lll胞（プラン

ト・オパールの|ji身）の激と杣物体!ml,l:および籾咽III:の比である。これまでのｲiﾙ究により，雌雌休

係数の他は9｢IIIII枕による違いが火きいことが|ﾘlらかとなっており，適切な仙の没定が必典である。

現代筆特らは，’'1|'く|のｲli米イネの雌雌体係数を洲介'|1である。データの蓄積が進み，雌も雌IIW

体係数が小さい仙（検川されたプラント・オパールの密度から算定される蚊も少ない/|晶朧{ti:)がi没

定できれば，当時のイネの』|ﾐﾉ雅III:についてもよI)具体的な検,i､l･7jxI!｣能であると考えている。

２）広域水田遺構探介の/ﾃ後の'11能'|′|：について

○ﾉk雄遺構を伴わない腱耕段階の把梶
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日本には，野生稲が存在しない。そのため，基本的にはどんなに古い時代であっても，イネ遺物

の検H１によって，稲作の存在を証明することが可能である。しかし，中国には，野生稲が存在して

おり，時代がより遡る場合には，イネ遺物の検出をもって稲作の存在を証明することは難しくなる。

また，今のところ，イネ遺物から紋培稲と野生稲を確実に判別できる分析法は確立されていない。

こうした現状から，稲作の証明は，生産遺構の検出によるところが大きい。しかし，草軽山遺跡

で検出された馬家浜文化期（約６０００年前）の水田遺構が自然地形にわずかに手を加えたものであ

ったことを考慮すると，さらに遡った時代では，栽培が行われていても遺構として把握することが

できないことが予想される。

このような場合でも，探査により，長期間にわたってイネが存在した範囲を特定することは可能

である。このことは，人間による意図的な攪乱が存在していた可能性を示しており，仮にそれが野

生稲の群落であったとしても，近傍の遺跡土壌や土器からプラント・オパールをはじめとするイネ

遺物を検出できれば，人によるイネの利用が想定でき，半栽培のような稲作の段階を推定できるは

ずである。

また，人間による利用があれば，野生稲の群落であっても，その樋子（籾）は群落の外に多量に

持ち出される。そのため，籾殻の細胞に由来するプラント・オパールの土壌中の密度が自然の状態

よりも少なくなるはずであり，その境界値が設定できれば，分析による判定もある程度可能であろ

う。

さらに今後は，イネ以外の作物，プラント・オパールの給源植物であるアワ，ヒエ，キビなどの

穀物についても，人間による一定の攪乱がなければ，説明のつかないような優占状態の継続や広が

りを確認することにより，それらの栽培についてアプローチすることも可能であると考えられる。

○生産域の立地と面積の把握による水田稲作技術のより詳細な検討

水田稲作技術の成,tを検討する上では，水旧の構造．形態といった質的情報に加え，その水田が

どのような}世地にどのくらいの面祇に展開していたかという量的な‘情報が必要である。

III能であるならば，発掘面積を-l分確保することによって双方の情搬が得られることが望ましい

が，水ll1遺椛の人規樅な発掘は経徽的にも時間的にも難しく，やはり，量的な情報については，広

域水川遺構凋査などの方法によって収集するのが現実的である。長江下流域は，日本にくらべ，比

高灌が小さく，今回の調奄のようにkeyとなる土層を甚準とすることで多くの地域で適用できる

はずである。
【‘1虻戦lll遺跡での水川遺構の発見以降，湖南省の城頭山遺跡で水HI遺構の検川が紺告されるなとﾞ

(湖南竹文物考古研究所1999),中IKIでの検ll庫例が増えてきている。

今後，発掘事例か蛸えてくれば，日本において行われた「水l11の立地と区IMIIによる分類」（工楽

1991)といった，土地利Ⅱlという視点からの検討が行なわれるはずであり，そうした腱開を視野
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にいれれば、水lll遺椛の発}IIIIとあわせた広域水|Ⅱ辿附探作の'jﾐ施が望まれるところである。
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Investigationonancientpaddyfields
intheCaoXieShanSiteofChina.

m.Thewiderangesurveyofancientpaddyfields
inMaJiaBangPeriodaroundthesitebycoring

TetsuroUDATSU!},LinghuaTANG2),CailinWANG２!,YunfeiZheng

AkiraSASAKI' ' ,KazuoYANAGISAWA!' ,HiroshiFUJIWARA!)

!'MiyazakiUniversity.GakuenKiBallgadaiNishil-l.Miyazaki

2!JiangsuAcadcmy()fAgriculturalScien(Jes.Nanjing.China

3)Naranationalculturalpr()p(Jrtiesresearchinstitute・Niivo-ch()2-9-l,Nara

I'０()itaJuni()rCollege,ChiyoMachi2-4-4,O()ita

ThepaddyficldsexCavatedinCa()XieShansiteshowlhatricecult ival i ()ninMa此IBang

AgchadalreadyrCaChedaquitedevel()ped.Butthisresultislloten()ughtoundcrstandtherice

cult ivat i()ninthisareaandinMajiaBangAge. It isthereforenecessaryl()understandthe

range()fricecultivatiollifwearetOunderstandancientricecultivati()nbettcr,

Thispaperwillrep()rtonfindingsofthewiderangesurveywhichI()cLIsollc()ringsludies()f

theancientpaddylieldsinMaJiaBangAgearoLIndtheCaoXieShansite.

PaddyfieldSinMaJiaBangAgeweref()rmedbydiggingthesurface()fthevirgins()i l layer

called"ShengUl''.ACc()rdingtOgeoI()gicalsurveys,thissoillayerwasfoundtoexistwidelyin

theChangjiallgL()wCrValleys.

Thes()il()f"Shengtu"isyellows()lidlytightenedClay.ands()itiSeasyt()identifyitfr()mother

s()ils,evenbyLIsillgsmalls()ilsamplcsdcrivedfromc()ring.S(),carrying()ulplant()palallalysis

()ns()ilsamplcsfr()mthelayerab()velhevirgins()illayer(examiningthcexistellce()ftherice

plant()palillthats()il),thcexistcnce()fthepaddyfieldcanbeinspected.

Thec()ringsLIrveywascarried()utina２kmsquarearoundthest()nemarkeroftheCaoXie

Shansite.(seeFig.4)

Theresultsofthecoringsurveyareasfollows:

１.Theresult()fquantitativeanalysisofplantopalsuggeststhatpaddyfieldsinMaJiaBang

Ageexistedinthearea６00mt()thenorth,500mtothesouthand２00tO３00mtotheeast

andwestofthest()nemarker.Afterthat,therangespreadfurthertotheeastandwest.
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(sceFig.8)

Thelocation()fcoringp()intswherericeplantopalwasdetectedsuggeststhatricEcultiva-

ti()nhadbeend()neintherange()fa２kmsquarearoundthest()nemarker.(seeFig.６and

２

Fig.7)
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